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             「変化への対応そして創造」 

例会日 毎週水曜日 12：30～   例会場 ホテルシーズン日南 

住所 日南市園田 3-11-1   TEL 0987-22-5151  FAX 0987-22-9588          会長 村岡俊宏 

水と衛生月間 

第3268回例会 №25 2021.04.21  晴れ 

点鐘・国歌・ロータリーソング 12時30分    「我等の生業」 

四 つ の テ ス ト  齋藤奈  々 君 

例 会 行 事 委員会アワー（Ｒ情報委員会） 

 

新入会員セレモニー 

         上原 修（うえはら おさむ）君 

  生年月日   昭和44年（1969）6月26日 

  事業所    鹿児島銀行 日南支店 支店長 

  職業分類   普通銀行 

  家族構成   奥様と一男一女 

  結婚記念日  平成7年（1995）8月19日 

            趣  味   スポーツ、映画鑑賞 

 

会長時間 

気温が上がってくるとビールがうまく感じられるようになります。そこで、今日はビールの話をします。 

ビールは外来酒です。メソポタミアやエジプトでは紀元前3000年よりも前からビールは造られていました

が、日本にビールがやってきたのは約400年前のことです。1613年（慶長18年）イギリス船が長崎県平戸に入

港したときの積み荷リストにビールの記載がありました。しかし、これ以前にもポルトガル船、スペイン船、

オランダ船が来航しているのでもっと以前からビールの存在は知られていたのかもしれません。 

日本人がビールを飲んだ記録は、8代将軍徳川吉宗の時代になってからであります。1724（享保9年）オラン

ダ通訳が食事の際に出されたビールを飲んだが、まったく口に合わなかったそうです。1854（嘉永7年）年日

米和親条約が調印され日本は開国されました。ペリーは幕府に「アメリカ産の酒3樽」を献上し、調印を祝し

黒船で祝宴が開かれたそうで、「土色をした泡立つ酒」が振舞われたそうです。おそらくビールのことでしょ

う。 

このように日本にビールが上陸したのが約170年前のことです。一般の人々にビールが知れ渡るのはまだま

だ先のことになります。その後各国との条約を結び、横浜、神戸、函館などが開港され、外国人居留地ができ

ました。横浜には最も多くの外国人が居留し、食料品や日用品が輸入され、ビールも盛んに輸入されたそうで

す。イギリス・ドイツのビールです。幕末の横浜には、ビールという飲み物だけでなく、ビールを楽しむとい

う文化も上陸し始めていたそうです。武士と思われる人物が、片手にグラスを持ちビールを口にする絵が残っ

ているそうです。 

薩摩藩の小松帯刀は、ことのほかビールがお気に入りで大いに楽しんだということだそうです。ビールを愛

した人々の中に小村寿太郎候の名もありました。夜の読書を日課としていたようで、10時になるとビールとビ

スケットを用意させ、一人その味わいを楽しみ、思索にふけっていたそうです。 

横浜でビール造りが盛んになり、新橋・横浜間の鉄道が開通するに伴って都市部でのビールの流通が盛んに

なり、ビヤホールやカフェでビールを楽しむ人が多く見受けられるようになりました。そうなると家庭でもビ

ールを飲むようになっていきました。でも、ビールによる晩酌はまだ一般的ではなかったようです。 

昭和初期のビールの価格は、大瓶1本30～40銭、課長クラスの月給が100円ほどでしたから、毎日１本ずつ飲



むと給料の10分の1はビールに消えていく計算です。それでもビールは庶民に愛されていきました。 

鉄道が全国に広がれば、ビールも全国に広がっていきました。需要が多くなれば価格も下がってきて、多く

の人の趣向にこたえるようになってきました。 

1870年、日本のビール産業の礎を築いた横浜の醸造所「SPRINGVALLEYBREWERY（スプリングバレー・ブルワ

リー）」アメリカ人醸造家のコープランドが良質の湧水があるということで横浜・山手にビール醸造場を造り

ました。その名をとってつけられたビールが皆さんのお手元にあるビールで「SPRINGVALLEY豊潤（496）」と

いうクラフトビールです。麦芽は、渋さが出ない配分で焙煎した麦芽を組み合わせ、豊潤なコクと美味しそう

な液色を実現してあります。4種類のホップを組み合わせて、バランスの良い香りを実現しています。素材本

来のおいしさを引き出すため手間を重ねた丁寧なビールです。 

豊潤な味わいと、爽やかな香り、後味のスムーズさが感じられるビールです。多分、「ビールって、こんな

においしいものなんだ」と感じられると思います。 

そして、数学の世界では”完全数”と呼ばれる＜496＞、古代ギリシャの人々には神聖な数字と崇められ、

最新科学の世界でも宇宙の誕生に関わる数式を解く鍵として注目が集まっている特別な数字です。 

”４９６”には、ひとつき毎日飲んでも飲み飽きない味という意味が込められています。1から31を順番に足

してみて下さい。どうです？ 

今日大した話でもありませんが聞いて下さった皆様に御礼ではありませんが、お持ち帰りいただき飲んで

みてください。きっと、ご満足いただけると思います。通常のビールより少し高いですが満足されると思いま

す。 

 

スマイル 

 黒岩久登君 応援ありがとうございました。 

 石灘寛樹君 早退します。 

 

例会行事        委員会アワー（Ｒ情報委員会） 

 今回の情報委員会の委員会アワーはロータリーの用語についてのお話でした。 

用語は、米山功労者、ライラ(ＲＹＬＡ)、ロータリーアクト・クラブ（ＲＡＣ）、スポン

サー・クラブ、ＧＳＥ、メモリアル・コントリビューター、超我の奉仕、グローバル補

助金、手続き要覧、ロータリー財団、マッチング・グラントの用語の説明のお話を頂き

ました。 

詳しく「ロータリーの百科事典」で検索してみてください。 

 

 

出席率報告 

  会員数 出席免除 出席定数 ＨＣ出席 ＭＵ 欠席 出席 出席率 

  今 週 34 4 30 26 3   1 29 96.66％ 

 出席免除 村上、清水、小玉、落丸 

 先取ＭＵ 河野、古澤、菊池 

欠 席 渡邊 

 

 

 

 

 

 

 

事務局〒887-0014 日南市岩崎3-4-2 Itten堀川ビル2F創客創人センター内 TEL0987-22-3363・FAX0987-22-3515 

会長：村岡俊宏  副会長：豊田裕康  幹事：黒岩久登  雑誌会報広報委員長：河野通郎 

雑誌会報広報委員会より   原稿は、ocame@wing.ocn.ne.jpまで送信してください。 
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